スパースモデリングの脳神経活動計測への応用 (特集 脳学際研究の現状と今後) by 市川 寛子 & HIROKO ICHIKAWA






































































































































20 21理大 科学フォーラム　2017（8）理大 科学フォーラム　2017（8）
数がD個のとき，識別面を作るためにつかう
変数のすべて組み合わせ，すなわち２D－１












































































































































A，B  82.5％  75.0％
A，B，C，D  100.0％  87.5％
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